
展⽰会情報
・会場：LVCC （Las Vegas Convention Center）

・会期：2025年4⽉5⽇（⼟）〜9⽇（⽔）

・Telestreamブース W1501（WestHall）



出展製品①〜波形モニタ SDI/IP波形モニタ PRISM

・奥⾏12.5cmの新機種で製品展開

・1画⾯のMPSと2画⾯のMPDをご⽤意

・インターフェースと機能によって3モデルをご⽤意
−100：SDI専⽤モデル −200：SDI/IP両対応モデル −300：SDI/IP対応＋ジッタ測定機能

・SDI<>IP、HD<>4Kの混在表⽰が可能。場所や消費電⼒の削減に

・JPEG XSオプション対応

・IP/SDI及びHD/4Kの混在（マルチ）表⽰が可能

・Tally （プロトコルTSL5.0）対応

・3D LUT⼊⼒対応。複数⼊⼒映像に異なる３D LUTをあてて⽐較可能

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW



出展製品②〜シンクゼネレータ
IP/SDI放送システム同期信号発⽣器 SPG9000

＜主な特⻑＞
・2つの独⽴したPTP⽤1G/10Gポート

・マルチGNSSレシーバ （GPS, GLONASS, Bei Dou, Galileo, QZSS みちびき）

・BB(SMPTE318M準拠)/3値同期を⽣成可能、IP系とSDI系の機器との同期を1台で実現可能

・Stay Gen Lock® & Clean Holdover recoveryでリファレンスを喪失時の挙動を管理

・12GSDI及びST2110ストリーム出⼒機能

・オプションがライセンス式で後付け可能

・Secondary Clock対応（GNSSの他にPTPや10Mをゲンロックとして使⽤可能）

NEW

NEW



出展製品③〜 Vantage
＜主な特⻑＞
・120種以上の映像⾳声フォーマットに対応したトランスコーダ。Cloudでもオンプレでも使⽤可
能

・⾃由にワークフローをデザインし煩雑な作業を完全⾃動化

・⾼品質処理：最⼤16bit 4:4:4:4での処理を⾏うことにより、⼊⼒画像の品質を損なわずに⾼品質
なトランスコードを実現

・Cloud版（Vantage Cloud、Vantage Gateway）と連携し、ピーク時に作業量をブーストアップ

・MP4、H.265、XAVC、XDCAM、MXF等様々なフォーマットに対応

・フレームレート変換、QC等多彩なオプションをご⽤意

・専⽤のLightspeed Serverをご使⽤頂くことで最⼤実時間の9倍の速度向上を実現

・新Lightspeed Server VLS100/200/300を発表。処理速度は従来型の約最⼤30%増NEW



出展製品③〜 Vantage
＜Vantageを中⽌としたエコシステムをご紹介＞

・Grid Processing：トランスコードなどを⾏った複数の個別のファイルを⼀本化

・Qualify：従来製品のファイルQCであるVidcheckerとAuroraの⻑所を⽣かしたQualifyを製品化。
Cloudだけでなくオンプレ環境でも使⽤可能に

・Iconik connector：Iconik社製のソフトウェアMAMと接続可能に

・Stanza：⽇本語を含む多⾔語に対応した⽂字起こしソフト



SDI⼊⼒やIPストーリーム⼊⼒をファイル化するインジェスタです

＜Live Schedule Proスケジューラ及びGLIMプレビュー＞

出展製品④〜 LightspeedLiveCapture

＜主な特⻑＞
・⼊⼒インターフェース SDI：1.5G/3G×4もしくは8

IP：ST-2110、NDI、MPEG-2 TS、RTMP、SRT など

・主な出⼒ファイルフォーマット Apple ProRes、DNｘHD、XDCAM、XAVC など

・主な対応コンテナ MXF、QuickTime、MP4、MPEG Transport Stream など

・Live Schedule Proで収録の時間やチャンネルを管理

・ソフトウェア版あり（ST2110及びSDI⾮対応）



出展製品④〜 LightspeedLiveCapture

新サーバVP300を発表

＜主な特⻑＞
・⼊⼒インターフェース SDI：1.5G/3G×最⼤16。従来モデルの最⼤2倍の処理能⼒

→XDCAM、XAVCは最⼤16系統同時ファイル化可能に

・ローカルストレージ30TB（従来モデルは７TB)

・OS⽤SSDは2×800GB NV Me (RAID 1)


